
◆
高
血
圧
は
怖
い
病
気

○
自
覚
症
状
が
な
い
の
に
腎
不
全
や
脳

卒
中
、
心
筋
梗
塞
に
つ
な
が
る

高
血
圧
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な

く
日
常
生
活
に
影
響
が
な
い
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、
放
っ
て
お
く

と
命
に
関
わ
る
病
気
を
引
き
起
こ
す
こ

と
か
ら
「
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
」(

沈
黙

の
殺
し
屋)

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

町
内
で
も
腎
不
全
の
割
合
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
高
血
圧
も
腎
不
全
の
原
因

と
な
り
ま
す
。
腎
臓
は
細
い
血
管
の
塊

の
よ
う
な
臓
器
な
の
で
血
圧
が
高
い
状

態
が
続
く
と
血
管
が
傷
み
、
腎
臓
全
体

が
委
縮
し
て
硬
化
し
て
い
き
ま
す
。
進

行
し
て
い
く
と
人
工
透
析
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

高
血
圧
で
影
響
が
大
き
い
の
が
脳
卒

中
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
脳
卒
中
は
脳

の
血
管
が
詰
ま
る
脳
梗
塞
、
脳
の
血
管

が
破
れ
る
脳
出
血
、
脳
の
太
い
血
管
に

出
来
る
脳
動
脈
瘤
（
こ
ぶ
状
の
も
の
）

が
破
裂
し
て
大
量
出
血
す
る
く
も
膜
下

出
血
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
命
に
関

わ
る
病
気
で
、
寝
た
き
り
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。

高
血
圧
は
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
、
心

不
全
、
不
整
脈
と
も
深
い
関
わ
り
が
あ

り
ま
す
。
心
臓
の
筋
肉
に
血
液
を
送
る

冠
動
脈
が
狭
く
な
る
の
が
狭
心
症
、
詰

ま
る
の
が
心
筋
梗
塞
で
す
。
心
不
全
は

心
臓
の
動
き
が
徐
々
に
低
下
し
て
い
く

病
気
で
す
。
不
整
脈
の
中
で
も
心
房
細

動
は
重
い
脳
梗
塞
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
高
血
圧
は
認
知
症
と

も
関
係
が
あ
り
ま
す
。
特
に
脳
卒
中
が

原
因
で
起
こ
る
血
管
性
認
知
症
と
深
い

関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

◆
家
庭
血
圧
が
診
断
の
要

○
家
庭
で
測
定
し
た
血
圧
が
診
断
に
使

わ
れ
る

高
血
圧
の
診
断
に
は
診
察
室
で
測
る

血
圧
よ
り
家
庭
で
測
る
血
圧
の
方
が
重

視
さ
れ
ま
す
。
高
血
圧
を
見
逃
さ
な
い

た
め
に
も
適
切
な
測
定
方
法
を
知
っ
て
、

家
庭
血
圧
を
毎
日
測
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

健
康
福
祉
課

保
健
グ
ル
ー
プ

正常血圧の基準値 

収縮期 拡張期 

85
以上

135
以上

降圧治療の対象 

家
庭
で
測
定

家
庭
で
測
定

80
未満

125
未満

高血圧の診断基準

病
院
で

収縮期 拡張期 

140
以上

90
以上

脳卒中や心臓、

腎臓の病気の

発症を防ぐこと

家庭で

血圧測定をする

目的は

血圧計の選び方は ? 正しい測定方法は ?1 2 3
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家庭血圧測定ガイドライン

※ただし糖尿病や腎障害がある場

合は、厳格な降圧目標が決められ、

この基準は用いません。

測定値は記録して、主治医に見てもらいましょう。高血圧が続く、または過剰な降圧がみられる場合、

主治医が降圧剤の種類を変えたり、増量(減量)したりするための大切な判断材料となります。

家庭血圧の基準値は ?

ふだんの血圧の状態を正確に知ること
昼の血圧が正常でも、

早朝に血圧が高くなるなどの｢仮面高血圧」が分かります

誤差が出やすいです
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